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保 証 要 項

弊社の製品は設計から製造全工程にわたって完全な品質管理を経て出荷されてい

ますが、 ご使用中万 一 故障 が生じた場合は最寄りの弊社営業所または代理店にお 申

しつけください。 保証期間は納入日からー カ年間です。 保証期間内における製造上

の欠陥によって発生した故障は弊社負担で修理い たします。 保証期間を過ぎた場合、

あるいは保証期間内でも次の場合は弊社規定によって 修理費を申し受けます。

1. お取り扱いの不注意による損傷または故障

2． 火災、 地震、 交通事故、 その他天災地変により生じた損傷または故障

3. 弊社以外の手による修理または改造によって生じた損傷または故障

4. 機器の使用条件をこえた過酷な環境下における使用または保管による故障

5. 光源ランプなどの滅耗のはなはだしいものまたは消耗品

6. 納 入後の輸送または移転中に生じた損傷または故障

7. 弊社以外の製品に組合わせ使用したことが適当でないために生じた損傷ま

たは故障

なお、 当社以外の製造者 が 製造した機器に ついてはその製造者の責任条件による

ものとします。



注 意

“必ず下記の手順に従つて，本器を操作して下さい

1. 刹定の手順

①被測定電圧が何ボルト位いか見当をつける。

①本器A,T,Tレンジを設定する。

測定電圧 2 V以下の時は"1
I
I 

測定電圧2 0 0 V以下の時は"1バ 00 
I
I 

測定電圧8 0 0 V以下の時は ＂l八 00 0 
I
I 

わからない時は、 少なくとも人力端子間で 8 0 0 V以下入力端子とア ース間で、 1. 5 KV以下であることを確総

して II 1バ 000" に設定する()

'①本器に電源を接続し． 本器の出力端子と負荷を接続する電源スイッチ をONにする。

④ 測定回路と本器の入力端子と接続する。

⑤最適利得になる様忙利得レソ、ジに設定する。 又、 必要に応じてVERNIER を使用して適当な利得にする 。

2. 濶崖忙あたって配應しておくべき事

①特に危険な測定回路と接続する場合は、 本器の人力端子と測定回路の間にヒュ ー ズを直列に入れて使用すること。

（赤端子、 焦端子の両方に人れる ・・・・・・・・・…… 下図参照）

6 L 6 I赤端 子
入力

黒端子

ヒユーズ

ヒユーズ

測 定 回 路

（信号源）

注：6 L 6 1に流人する電源は正常な状態では、 0. 2 mA max です。 出来るだけ容量の少ないヒュ ー ズを

使用すること。

②本器と接続する負荷の人カレベル（何ボルトの感度か）と抵抗値（1 0 0 Q以上である事）を確認する。

®高い電圧を測定する時は、 ATTスイッチは切替えないこと。 どうしても切替える必要が生じた場合は、 測定

回路との接続をはずしてから行う。 切替えた後に測定回路と接続する。
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取扱い上の注意事項

本器を使用するにあたつて下記の点について特に御注意ください

1. 過大な電圧（同相， 逆相共に）を印加しないでください。 仕様には， 余裕をとってあり， ま

た信号源， 増幅回路の保護にて配慮してありますが， 過大電圧印加は， 部品の焼損をきたす場

合があります。

2. 入力の接続は， 赤端子にハイインピ ー ダンス側（ホット側）， ロ ー インビ ー ダンス（則（コ ー

ルド側）を黒端子に接続して使用してください。 ガ ー ドジ ー ）レドは， 黒端子に内部で接続され

ています。

3. 使用場所の電圧により， 本器底面の電源切替えスイッチを合せて (l l O Vまたはl O O V)

お使いください。

4. 本器は， D0800Vまでの高い電圧を取扱いますので危険をさけるため， 本器の操作にあた

っては， 必ず， 3- 2 項， 操作方法を読んでから行なってください。

- l -



1 は じ め に

本器は微少電圧から， 大電圧までの広範な測定範囲を有し， 同相耐圧1. 5 KV でフロ ー ティ

ング入力の汎用直流増幅器であります。

本器は特に雑音の多い， 大型の電気機械等を使用している現場での使用にも耐えられるよう

設計されており， 製鉄所等， 大工場の生産ライン等での腸宜忙は最適です。

本器は， 下記のような特徴を有しており， 非常に多くの用途に使用できます。

o電圧測定範囲は150µ,V~800Vと広くなっておりますので， 微少な出力電圧のトランス 、ジ

ュ ー サの信号を増幅することからライン電圧の直接祠定までできます。

o入力回路がパッジブガ ー ド法の完全フロー ティ ン グ入力で， 耐圧も1. 5K V あり， コモン よ

り高い電位にある個所での測定ができます。

0 1ユニットごとに電源を内蔵しておりますので， 他の機器との組合せが簡単で， チャンネル

数の増減も容易忙できます。

0 出カインピ ー ダンスが低く， 大振幅の出力増幅器を内蔵しているので， いろいろの負荷（電

微オッシログラフ， デ ークレコ ー ダ， 増幅器付インク書き レコ ー ダ電圧計等）に接続できま

す。

0 回路が大幅にI C化されており， 信頼性が高くなっております。

o入力回路VC5 0Hz, 60Hzのリジェクショ ンフィルク， 出力にロー パスフィJレクが備えられ

ており， 必要に応じて使用することによって Ŝ lのよい測定ができます。

o当社製電微ォッジロ（または相当の品）とは， 直接接続できるようマッチング回路が内蔵さ

れております。

-2-



2 仕 様

1. 入 力 回 路

2. 入カインピーダンス

3. 電 圧測定範囲

利

4- 得

5. 利 得 精 度

6.

利

得減衰 器

7. 利得連続可変範囲

8. 最 大 感 度

フロ ー ティング入力

A. T . T 1 ・・・・・・・・・・・・・・・約l OMQ

A-T-T ½oo........ 約 lMQ

A. T. Tり ooo •••…約lOMQ

150µ,V~D0800V 

5,10,20,50,100,200,500 

士1 %，ただし減衰器を使用した場合は， A．T. T 14oo で士2

%, A. T-T ½oooで士5伶

l·' 賛oo ， 兄000

1 ~2. 5倍(VERNIER,の調整器のCALIBRATEDの位置にお

いて所定の利得が得られる。 ）

0 8 s形， RA形インク書きォッログラフと組合せて入力電圧lmV

に対してペンの振れ1 0疇。

o F R形電微ォッジログラフと組合せて入力電圧1 m Vに対し， 光

点の振れは次の通りである。

P-150,300,50020二／1m V { G� 1 0 0 0, 3 0 0 A, 5 0 0 A

1 5疇／1m V { G-1000 

1 0四／ImV { P-1500 

4四／1m V { G-2 0 0 0 

3. 5 7!/Jll,/ 1 m V { P -2 5 0 0

1. 5疇／1mV { P-4000

0.7 5四／1mV { P-6000 

o PR形電微ォッジログラフと組合せて入力電圧3 m Vに対して

光点の振れは， 次の通りである。

P-150,300,50020四／3m V { G- l O O O, 3 0 0 A, 5 0 0 A

1 5疇／3m V { G-1 0 0 0 

1 0疇／3m V { P-1 5 0 0 

4疇／3m V { G-2 0 0 0 

3. 511/J/l,/3 m V { P -2 5 0 0

- 3 -



1.511ll/l,/3 mV { P-4 0 0 0 

0. 7 5 mm/ 3 m V { P -6 0 0 0

9. 最大出力および直線性 n負荷1 0 0 Qにおいて最大出力士l O V

0 最大出力電流 士lOOmA

0 直 線 性 士0.5 % 

0 出カインピ ー ダンス 1Q(DIREO'rにおいて）

10. 周 波数特性

l 1． 安 性

12 . 雑

定

音

13. 入カフロ ー ティング耐圧（同相許容堪玉）

土 D O l.5KV 

14. 同 相弁別比

15. 入 カフ ィ ルク

16. 出 カフィルク

l 7. 校 正 電 圧

18. 零調整範 囲

19. 出 力 回 路

20. 使用温 度範囲

出力士l O Vにおいて2 KHz (+ 5 % ,  - l O %) 

電

源

投入時より3 0分経過後， 最大利得（但し， VE RN IE R 

はCALIBRATED)において

0 周囲温度変化のない場合， 入力換算2 00µV/IOH

o周囲温度変化に対して入力換算200µV/l0℃

但し急激な温度変化を除く 3

最大利得（但しVER�I E·Rは， CALIBR ATEDの位置）に

おいて入力端短絡状態で

o D 0~ 1 0 Hzで入力換算 6µV p-p

o D 0~ 1 0 OHzで入力換算 1 0 µ V p-p

o D 0~2 KHzで入力換算 30µVp-·p

周波数50 , 60Hzにおいて入力短絡で 8OdB 

50Hz , 60Hz リジェク 、ン ョ ンフィJレク付

DO~1 OHz, DO~1 0 OHz DI RE O'rの3段切換え

ロ ー パスフィルク内蔵

0.5 V /GAIN ,精度士l笏

士3V 

0 電緻ォッジログラフ接続回路内蔵

0 シングルエンデットプッジュプJレ

21. 電

源

0 ~5 0℃ 

oAOlOOV l lOV切換可能

oAOlOOV l lOVで士l O % 

o消費電力 1 0 VA

- 4 -



22. 外 形 寸 法 高さ25 0 X幅1 0 0 X奥行41 0 

8 kg 23. 重 量

3 取扱い方

3- 1 各操作部分の説明

本項は， 6 L 6 1形を動作させるのに必要な各操作部分忙ついて説明します。3図

を参照してください。

3 - 1 - 1 表パネル

◎ 利得切換器(GAIN)

このロ ー クリ ー スイッチによって利得は5倍か ら5 0 0倍までの7段に切換

えられます。

疋う 利得減衰器(A.T.T)

これ は入力回路にそうにゆうされた分圧による減衰器です。

II 1"で直通となり，増幅器の利得は， e] で設定された値忙なります。

"½oo"では， ½ooに分圧され，利得は疋》で設定された値の ½oo

になり， ＇'½ooo" ではYiooo に分圧され，利得は厄］）で設定された値の

り000になります。2ケ所のOFFの位置では，増幅器入力側は接地され，

信号側は開放になります。

参考更）で50 0,Cf]）で ½oo では，50 0X竹00= 5倍となります。

疋）で50 0, �豆）で閃ooo では， 5 o o x ½ooo = o. 5倍になります。

注意 ①高電圧注意 このスイッチ は，高い電圧を測定してい る時は，動

かさないでください。

®0を竹000で使用する時も80 0V(D0orピ ー クAO)を越え

る入力を加えないでください。

◎を5， 疋食を ½ooo にすると増幅器の最大振幅まで動作

させる入力 は， l O V (増幅器の最大出力）
利 得

1 0 
5 X ½ 000 

= 20 0 0V 

また更》を 1 0,足》を ½ooo にしても同様に計算して入力

が 1 0 0 0 V でフルスケ ー ルとなり，一見洞定範囲のようですが，

- 5 -



入力回路の使用部品の絶縁耐圧より，制限を受け，本器では800V

までです。

疋》 較正電圧印加スイッチ(CAL)

このスイッチ を押すことにより，出力で 0. 5 Vの較正竃圧が得られます。押

すことによって較正電圧を加えられ，はなすともど ります。入力換算の 値とし

ては，0. 5 V十利得で得られます。 《》がどの位置にあっても，C AL の入

力換算値 C》 C夏 で定まります。

参考更》が500足》が1の時は，0. 5 V + 5 0 0 = l m V 

〇が50 0疋》が竹00の時は，0. 5 V + (5 0 0 X 1/2 O O) = 1 0 0 mV 

の較正電圧が入力で加えられたことになります。

◎ 利得調整器(VERNIER)

利得を連続可変にするための可変抵抗器です。時計方向い っばいにまわすこ

とにより，利得は設定された値の2. 5倍になります。

◎ 零位置調整器(ZERO)

これは，本器の出力を零位置に調整するためのものです。可変範囲は出力に

おいて，士3 V以上あり，場合忙よってはこの範囲内で，無信号時の出力 を必

要なレベルに合せることもできます。

◎ 入カリ、ジェクジョンフィルク(REJECT)

入力回路に挿入されたツインT形の フィルクで直通，5 0 Hzリジェクジョン，

6 0 Hzリジェクションを3段に切換えられます。

商用周波数によ る誘導雑音が大きく ，周波数応答が低くてよい時に これを使

用することにより， Sバもりよい祠定ができます。

疋う 電源スイッチ

これをO N側に倒すことにより，本器 は動作状態にはいります。

◎ パイロットランプ

電源投入中に点火します。

3 - l -2 裏パネル

足 入力端子(INPUT)

信号源と接続する本器の入力端子です。
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亦端子が一 般に言われる入力のホット側で正確に言うと測定 、 ンステムの信号

渦iのコモン（ア ー ス）に対して， インピ ー ダンス の高い側へ接続するところで

す。

黒端子が入力のコ ー ルド側 で，測定、ンステムのコモン（アー ス）に対して，

インピ ー ダンスの低い側へ接続するところです。

足 入力保護ヒュ ー ズ

信号源 と本器の回路を保護 するために，入力の赤端子 と増幅回路 と の間に挿

入されているヒュ ー ズ です。ヒュ ー ズは速断形5mAのもので，ほぼ5 </> X 

2 Om皿です。

（
：：二：し

と
内

て口：：ロロ：ここロニニ：：
）

る よう配慮してあります。

◎ ロ ー パスフィ ルク(FILTER)

出力回路に挿入されているアク ティプロ ー パスフィルクで通過帯域をDO~

lOHz , D O~1 0 OHz,DIREOT (2KHz) と 3 段に切換えられます。

必要忙応じて使用することにより，雑音の少ない測定ができます。

◎ 出力切換ス イッチ(GALV)

通常は， DIRECT で使用します。この状態で出力は直接出力端子に接続

されます。電磁オッジロを使用する時は，このスイッチの表示を使用するガ

ルバノメ ークの種類に合わせます 3これによって出力と ガルバノメ ークの間

に適正な感度を得られる 直列抵抗が 挿入されます。

当社裂以外の電磁ォッジロを使用される時は， 3- 2 - 3項を参照してく

ださい。

◎ 出力端子 (OUTPUT)

赤端子を負荷のプラス側へ接続します。黒端子は負荷のマイナス側へ接続

します。この端子は，アー ス端子へ接続されております。

◎ 電源 コネクク

付属の鼈源ケ ー プルを接続します。電源ケ ー プル先のプラグをAOlOOV

に接続します。

◎・

電源ヒュ ー ズ ホルダ ー

1 Aヒュ ー ズを
内

蔵しており， A O 一 次側に挿入されています。ヒュ ー ズ

- 7 -



は， ホルダ ー の頭を反時計方向にまわすことによって取り出し交換ができ ま

す。

◎ A O 1 0 0 V連結用端子

本器をマルチチャンネルで使用する時， AOlOOVをこの端子を利用して

連結）廿晶板で接続することにより， マルチチャンネルで使用する時も， 1本の

直郎ケ ー プルで全チャンネル動作します。 なお通常この端子はカバーでかくれ

ています。

注怠 マルチチャンネルで使用する時（この連結端子を接続している時）は

電加ケ ー プルは1本だけ接続し， 絶対に2本同時に接続しないでくだ

さい。

阿 ァ ー ス端子

本器のOUTPUTコモンに接続されています。 ジステムのコモンに（ア ー ス）

接続してください。

3 - l - 3 底 部

阿り 電源電圧切換スイッチ

本器はA 0 1 0 0 V専用機ですが， 工場等でライン電圧が高めの所が多いの

で， Ac1oov.11ovの切換えができるようになっています。

ライン電圧はl O O V前後の所では， 1 0 0 V側， 1 l O V前後の所では

l 1 0 V側へ合わせて使用してください。

3 - l - 4 付属ケ ー プル

◎ 竃加ケ ー プル

本器にAUlOOVを供給するためのケ ー プルです。
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操作方法

2 - l 操作順序

本器は微少電圧からD O 8 0 0 Vまでの広い測定電圧範囲を持つ増幅器です

ので，誤操作は危険です。必ず下記の手順にしたがってください。

(1) 本器に入出力電源ケ ー ブルを接続する前に利得スイッチ€］）を" 5 "に，

霞源スイッチ疋りを0 FFにしておきます。

(2) 被測定電圧が何ボルト位か見当をつけます。

(3) AT T スイッチ疋匂を設定します。

測定電圧が2 V以下の時は"l II 

測定電圧が2 V以上2 0 0 V以下の時は ＂
Y100 11 

測定電圧が2 0 0 V以上8 0 0 V以下の時は ＂ � ＂ に設定します。

わからない時は，入力端子間で8 0 0 V以下，入力端子とア ースの間で

1 5 0 0 V以下であることを確認してから， t�ooo に設定します。

(4) 本器に竃源を接続し，また 出力端子と負荷 を接続します。

負荷が電微ォッシロの場合は，出力切換えスイッチ足》を使用するガルバ

ノメ ー タの種類によって合せます。

他社製の電微ォッツロを使用される時は， 3-2 - 3項を参照してください。

(5) 竃源スイッチをONにします。

(6) 信号源と本器の入力端子を接続します。

(7) 最適な利得になるように利得切換えスイッチ疋）を設定し，また必要に応

じて更� VERNIERを使用して合せます。

この時に操作順序(3)で被測定電圧がわからず， ＂ ½ooo" に設定していた

場合の設定を行ないます。

巳）ATTスイッチ ＂ 兄000" のままで，利得 スイッチ足》を" 5 "か

ら高い利得にしていき"50 0"で も利得が不足の場合は，負荷が適正であるこ

とを確認してから，足］）を"5 "にもどし，� ATTスイッチを ＂
½ooo 11 

からとなりの0 FFにいったん合せ，それから ＂ 竹00"忙合せます。

この状態でまた（》で最適な利得になるように合せます。これでなお利得

が不足の場合は，上と同じ手順でA T Tスイッチを ＂ 1 II にします。

注意 負荷となるものの感度（士1 0 Vの感度であること）と，直流抵抗

(1 0 0 Q以上であること）には，注意してください。

- 1 0 -



当社製レクチグラフ 8 sは， 0.5 V／虚 の感J斐でお使い忙なれます。

(8) '苓調整は€§} ZERO で行ないます。

(9) 必要に応じて足う入カリ、ジェク 、 ンョンフィルクを使）1」場所の電加周波数に

応じて5 0 Hzまたは6 0 HzVC合せて使用します。

また足》ロー バスフィルク（衷パ ネル）を必要に応じて使用します。

3-2-2 入力の接続

雑音の少ない測定を行なうためvc, 入力の接続および適正なフィルクの使｝l」

が非常に重要です。

(1) 入力の接続は，外部の静電的雑音を逓減させるためには，信号諒から本器の

入力端子まで，、ン ー ルド線を用いるのが効果的です。

ジ ールド は黒端子側へ接続します。

なお測定電圧，同相電圧が高い場合は，入力線と 、 ン ールド線閲の耐圧は，測

定電圧以上であることが必要です。またシ ールドとア ー ス閲の耐圧は加わる同

相竃圧以上であることが必要です。

上記の点は特に注揺お願いします。

(2) 電微的雑音を逓減させるためには，信号源より入力端子までのリ ー ドをより

線にするのが効果的です。また電微的雑音はほとんど商用周波数によるもので

すので，入カリジェクションフィルクを使用することにより，減ずることがで

きますが，この フィルクはパ ッジプでのツインT形のバンドリジェク 、 ンョンフ

ィJレクで特性は3-2図の通りですので，｝心答は遅くなります。

i、 3) 信号源から発生する白色雑音，本器内部で発生する雑首をできるだけ少なく

して刹定したい場合は，帯域は狭くなりますが，ロ ーパ スフィJレクを使用する

こと忙より可能です。

3 - 2 -3 出力の接続

本器は大出力の電力増幅器を内蔵しておりますので，電磁ォシロ，デ ー ク

レコ ー ダ，増幅器付インク書きオシロ，プラウン管オシロ ，電正計等，各

種の負荷を接続できます。

\l) 霞圧入力の機器

上に述べた機器は，電磁オシロ を除いて，竃圧感度ですので本器と直接接
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続できます。 この場合注意すべきことは， それらの本器の負荷となる機器の入

カレベルです。 本器の出カレベルは士1 0 Vですので， それぞれの機器の入力

レベルをできるだけ近づけてください。

それらの機器の入カレベルが士1 0 V以卜今の場合は， 本器でフルスケ Jレま

で駆動できま せんし， 士1 0 V以ドの場合は， 本器がフルスケ ー ）レ出力の時，

負荷となる機器には過大入力となります。 また本器をフルスケ ー ル以ドで使用

するとs/N比が悪くなります。 したがって負荷となる機器が入カレベルを可変

できるものは， 士l O V感度にしてください。

可変できない時は， 分圧等によって合せてください。 但し刈社製レクチグラ

フ8 Sと組合せの場合は， 0.5 V /c加 の感度で使用できるように配慮してあり

ます。

(2) 電緻・オシ ロ との接続

負荷に電磁ォシ ロ を使用する場合は， ガルバノメ ー クの種類により電流感

度 が異なりますので． 本器のような定電圧出）］の増幅器では，1廿）J回路忙直列

抵抗に挿入して電流を調柩します。

当社製富磁ォシ ロ を使用される時は， 2- 8 項の感度に災パネル⑮り

によって設定できます。

他社製の竃磁ォシ ロ を使用される時は， 3 - 3図および(1)式にしたがって

計算を行ない算出した値の抵抗を本器のIIい］とガルバノメ ー クに直列に挿入し

ます。

(1)式

lOV Re Rd 
Rx = ---:--- XlOOO-

S I Rc R c十凡d-- (1＋ ー ）S Rd 

Rx 

Rd.. Re 

3 -3 凶

- 1 2 -



RX ;出力とガルバノメ ー ク忙直列に入れる。 抵抗， 単位はオ ー ム（Q)

s ;ガルバ ノメ ー ク単体の電流感度， 単位は疇／mA

S I ；必要とする振幅， 単位は芦

Re ;ガル バ ノメ ー クのコイル抵抗， 単位はオ ー ム(Q)

Rd ;ガルバノメ ー クの適正ダンピング抵抗

注； ①S , Rc,Rdは使用される。 ガルバ ノメ ー クの仕様忙記載されておりま

す。

②S 1 は使用されるガルバノメ ー クの安全電流最大振幅および電微ォシ ロ

の記録紙幅により制限を受けます。

S 1ぷは， 必ずガルバノメ ー クの安全電流以ドにざは必ず最大振幅以下に

してください。

安全電流値， 岐人振幅は， ガルバ ノメ ー クの仕様に記載されています。
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4 本 器 の 動 作

4 -1 本器の入カフロ ーティング方式

4 -1図に本器の簡単な説明図を示します。

入力端子から入った信号は， 前置増幅器で変調しやすいレベルにまで増幅され変調

されます。変調された信号は， T1 を通って出力側へ伝えられますが， 入力端子とコ

モン間に加えられている同相 分は， T 1 , T 2 , 'f 3 によってコモンから切りはなさ

れます。

これで本器の入力はフロ ー ティングされているわけです。 T1 , T 2 , T 3 vま， 高

耐圧で絶縁がよ<, 1次， 2次間および1次， ケ ー ス間の容量の小さなものを使用し，

高いOMRR特性を得ています。 T 1 を通って出力側へ伝えられた信号は， 復調され

出力増幅器を通って出力端子に伝えられます。

T 1 は信号を伝送するためのトランスで， T 2 は変復調器を動作させるためのトラ

ンスで， T 3 は前置増幅部に電源を供給するためのものです。 T 1 , T 2 , T� の耐

圧および入力回路と前置増幅部（点線内）のコモンに対する耐圧は1. 5 KV以上であ

り， 同相許容入力電圧1.5KVの仕様を得ております。

4 - 2 前置増幅部の動作

4 - 2図にブロックダイヤグラムを示します。これにしたがって動作を説明 します。

入力端子に加えられた信号は最初入力保護ヒュ ー ズを通ります。このヒュ ー ズは過

大な逆相入力（信号）と同相入力に対して信号源と本器の双方を保護するためのもの

です。

ヒュ ー ズを通った信号は次に減衰器に入ります。これは分圧によるもので"1 "の

時は直通になり， ＂

½oo 11 , 11 Y1000" の時は， 各々の抵抗比で 分圧されます。

この抵抗値により ＂ Y100 11 , " 匂。00" 時の入カインビ ー ダンスは定まります。

ここを通った信号は， 次に入カフィルク ーに入ります。"DIRECT" の時は直通で，

11 50Hz 11 , 11 60Hz"の時はツイ ンT形の帯域除去フィルク ー で， それぞれの周波

数成分が除去されます。特性例は， 3-2図に示します。ここを通った信号は， 前置

増幅器 (l)に入ります。これは， ボルテー ジホロワ形の帰還路を持つ増幅器で帰還抵抗

を切換えることになって， 利得" l II~ "1 0 0"まで， ステップで切換えられます。

ここで増幅された信号は零調整回路， 較正電圧回路から調整信号と一 緒になり， 前置

増幅器(2)に入ります。これはオペレ ー 、ンョナル形の帰還路を持つ増幅器で， 入力信号，
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零調整信号 ， 較正電圧信号が加算されます。 この増幅器の帰還路を可変することによ

って， 利得は1 ~2. 5倍まで変わり， 利得の連続可変機能(VERNER)を持たせて

おります。

この増幅器を出た信号は， 変調器で変調され， 交流信号となり， T1 を通して出力

増幅器側へ伝えられます。

削設増幅部の電源は， T3 でフロ ーティングされたもの が供給され， 安定化回路を

辿して各回路に供給されております。

変調器には T2 を通して変調信号が加えられています。

4 -3 出力増幅部竃源部の動作

4 -3図にプロックダイヤグラムを示します。

前置増幅部から T1 を通して伝えられた信号は， 復調器で復調され直流伍号となり，

出カフィルク兼用の出力増幅器（疋入ります。

出カフィJレクが" DI REO T " の時は， 変復調によって生ずるリップルを とるため

のリップルフィルクとして働き， 帯域 2 KHzとなります。

lOOHz , lOHzに すると各々の遮断周波数のロ ーパ スフィルクとなります。 この

出力増幅器は， 利得5のホルテ ー ジホロワ形の増幅器で， 出力士1 0 Vで士1 0. 0 mA 

の出力を有します。

またフィルクとしては， ＂DIRECT" の時は 2 ポ ー ）レ， lOOHz , lOHz の時は

3ポ ー ）レのバ ークーワ ー ス形アクティブフィルクとして動作します。 この出力増幅器

の出力は， 出力切換器を通って出力端子にあらわ れます。 出力切換器は， ＂DI凡ECT" 

の時は直通で， 他のところでは各々の表示のガルバノメ ー クの電流感度忙応じて直列

抵抗が入り電磁ォ 、ンロの振れが出力電圧に対し適正になる様になっております。

外部 AO 竃源が T4 を通して安定化電源に供給され， これから出｝j増幅器 ， 変調，

復調用発振器， 前置増幅部電源用発振器に電源 が供給されています。

5 保 守

本器は厳選された部品の使用および厳密な検査を経て皆様にお届けしていますの で， 信頼

度の高いものだと信じております。

しかし部品の目然不良， 劣化忙よる性能の低下， 故障また結線の不良などによる異常な動

作を生ずる場合があるのは避けられないことです。 異常な動作を生じ た場合は， その原因を
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つきとめ処置する必要があります。 5 - 1表に簡単なチェック法を示します。 故障をおこし

た際は， 故障の状況， 現象あるいは個所をなるべく詳しく ‘り社忙お知らせいただければ， よ

り早く， より正確に修理できます。
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②1 0 OHz または12 0 Hz

の 雑音が出る。

®まぽ2 0 0 Hzのリップル

が大きい場合。

〇まぼ2 0 KHzのリップル

が大きい場合。

⑤ランダムな雑音が大きい

士笏自ム口0

5. 発振している時。

6, 同相分弁別比が悪い時。

7. GAINが狂っている場合

8. 周波数特生がおかしい場

ム口 0 

①ライン電圧が低い。

②6 L 6 1内部の故障

6 L 6 1内部の故障

6 L 6 1内部の故障

①入力端子と信号源との 接触不

良（）

詞幅器内部の故障。

訊荷に大きな容量が接線され

ている。

②6 L 6 1内部の故障

①入力結線不良。

＇:1)6 L 6 1内部の故障

6 L 6 1内部の故障

またはパ ー ツの経年変化。

①負荷が容量性の場合。

謬号源インピ ー ダンスが高す

ぎる時。

③本器の仕様をこえた出力をと

っている場合。

④6 L 6 1内部の故障。

々- 2 2 -

o 入カリジェクツョンフィル o 入カリジェクジョンフ

クを使用する。 イルクを使用する。

o ライン電圧をテスク ーでチ o ライン電圧AOlOOV

ェック 土1 0 V以内にする。

0 上記以外の場合 0 当社へ御連絡ください。

o 上記以外の場合 0 当社へ御連絡ください。

0 当社へ御連絡ください。

o 入力の結線をチェックしま 0 手直しする。

す。

0 上記以外の場合。 0 当社へ御連 絡ください。

o 負荷をはずして発振してい o 容量負荷にならぬ様に

るかどうかチェックする。 配慮する。

場合によっては当社へ

攣絡ください。

0 当社へ御連絡ください。

0 3 -2 -2項を参照してく 0 手直しする。

ださい。

0 当社へ御連絡ください()

0 当社へ御連絡ください。

o 負荷をはずして周波数特性 o ある程度さけられませ

をしらべる。 ん。 場合によっては当

社へ御連絡ください。

o インビ ー ダンスを小さくで 0 上記と同じ。

きる場合は小さくしてみる。

0 利得をさげ、 出力をしぽっ 0 出力を適正にする。

てみる。

o 上記以外の場合。 0 当社へ御連絡ください。



5 - 2 ヒュ ー ズ交換法

本器には， 全部で3本のヒュ ー ズが備えられています。2本が入力回路に， 1本が

AO 1次側に入っております。入力側の赤端子と増幅回路の間に入っているヒュ ー ズ

は， 裏パネル 厄シで過大な差動入力によって溶断します。これはホルダ ーの頭を反

時計方向にまわすと交換できます。ヒュ ー ズは5mA速断形です。(5¢x2o__e)

AO電源のヒュ ー ズは裏パネルの国］で過大なAO電源入力またはAO電源回路の

短絡で溶断します。ヒュ ー ズは0.5 A普通溶断形です。(5¢ x 2 0 ¢)。

入力側の黒端子と増幅回路の間忙入っているヒュ ー ズは， 本器に内蔵されております。

このヒュ ー ズは過大な同相入力またはガ ー ドジ ールド， コ モン間の短絡事故， トランス

ス類の短絡事故で溶断します。このヒュ ー ズが溶断した時は， トランス類の絶縁チェ

ック， ガ ードシ ー ルド， コ モン間の絶縁チェックが必要です。ヒュ ー ズは0. 1 A普通

溶断形です。(5¢ x 20¢) 

交換は5- l図， 6-1, 6-2図を参照してください。
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FRONT. PAN凹L

5-2図 内蔵ヒ ュ ー ズの交換
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G) xn

マルチチャンネルの分鮒（ベンチトッフ
｀

）

n:Number of Channels) 
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